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市制施行五周年記念式典

有
功
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、
市
の
公
職
を

勤
め
る
な
ど
、
本
市
の
発
展
に
ご

尽
力
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。
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公
職
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あ
た
り
功
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あ
る
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
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善
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市
民
の
模
範
と
な
る
行
動
を
さ

れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
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甲州市制施行日の１１月１日、甲州市民文化会館で多数の来賓を迎えて、市制施行５周年記
念式典を行いました。式典の冒頭で田辺市長は、平成１７年１１月１日の甲州市誕生から今日
までの歩みを振り返り「すべての市民が誇りと愛着の持てる甲州市を目指す」と式辞を述べま
した。その後、地域の活性化や発展に多大なご尽力をいただいた方々に対し、表彰、感謝状を
贈呈。また、歌手の森山良子さんと市民コーラス部により『市民の歌～みのりの風　虹の丘～』
の披露など、市民全員で５年目の節目を祝いました。

式
辞
を
述
べ
る
田
辺
市
長

式典出席者で万歳三唱

表

彰

敬
称
略
・
順
不
同
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甲州市の国際友好都市アメリカ合衆国アイオワ
州エイムズ市。アン・キャンベル市長ら１８名の
訪問団は、１０月２８日に来日し、１１月２日ま
での６日間の日程で本市を訪れ、ホームステイを
しながら市民との交流を深めました。

訪問団一行は、２９日に甲州市役所本庁舎を訪
れ、田辺市長と両市の魅力を語り合い、甲州市の
行政運営を視察するため住民窓口や議場など庁内
を見学しました。

その後、恵林寺や大善寺など歴史名所を巡り、
また、勝沼中学校を訪れ授業を見学するなど、生
徒達と大いに触れ合いました。また、日本文化で
ある畳作りを体験した訪問団の皆さんは伝統ある
甲州市を思う存分に楽しんでいました。

１日に勝沼ぶどうの丘で行われた、さよならパ
ーティーでは、ホストファミリーとの思い出を語
りながら、最後の夜を楽しんだと同時に、「これか
らも良き友達、そして仲間だよ」と、訪問期間を
通じて国境を越えた友好を確かめ合いました。

なお、エイムズ市とは、旧塩山市が平成５年に
友好都市を締結して以来、甲州市になった今でも
相互訪問交流を行っています。

感
謝
状

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
多
額
の
ご

寄
付
を
さ
れ
た
方
及
び
団
体
の
皆

様
に
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
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エイムズ市訪問団団長のアン市長をあたたかく歓
迎する田辺市長

アメリカ合衆国アイオア州

エイムズ市
18名の訪問団を迎え

互いの友好を確かめ合う

甲州市民賞
広く市民に敬愛され、社会に明るい希望を与え、

本市の名を高めた方及び団体を表彰するものです。

・日本スポーツマスターズ２０１０
男子ソフトボール競技全国優勝　　塩山クラブ

・ＡＰＲＳＦ‐１７水ロケット世界大会
日本代表団 　甲州市立塩山中学校２学年
北澤　奎太　　田邉　拓哉

田辺市長から甲州市民賞の
表彰を受けました。

これからのエイムズ市と甲州市の交流発展につい
て大いに語らいました。
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保
健
・
福
祉
や
教
育
、
産
業
の

振
興
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
最
も
関
連
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計
の
平

成
21
年
度
決
算
額
は
、
歳
入
は
前

年
度
比
１
９
億
１，

０
１
２
万
６

千
円
（
１
０
・
９
％
）
増
加
の
１

７
５
億
４
６
２
万
円
、
ま
た
、
歳

出
が
前
年
度
比
１
７
億
３，

８
２

１
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（
１
０
・
２
％
）

増
加
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１
６
９
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４
１
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７
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翌
年
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繰

り
越
す
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き
財
源
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８
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６
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円
を
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し
引
い
た

実
質
収
支
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は
、
４
億
７，

２
０
７
万
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千
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と
な
り
ま

し
た
。
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因
は
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支
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給
付
金
給
付

事
業
費
補
助
金
等
に
よ
り
１

１
億
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３
７
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８
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付
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付
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２
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０
９
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９
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０
４
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６
３
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３
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今
後
も
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図

り
、
事
務
事
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の
見
直
し
な
ど
を
行

い
、
経
費
の
削
減
に
努
め
、
よ
り
水

準
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

平成21年度の甲州市一般会計、特別会計、企業会計
の各決算が、９月の定例市議会で認定されました。「地
方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく平
成21年度決算の財政指標につきましては10月号の広報
に掲載しましたが、今回は財政状況の公表に併せて、
決算の概要についてお知らせします。

平成2１年度
甲州市一般会計決算の概要

公 表

平
成
21
年
度

甲
州
市
の
決
算
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甲州市の財政状況の公表

収入
わたしの年収　　　　市税などの自主財源　500万円
親からの支援　　　　国県支出金　　　　　736万円
ローンの借入　　　　市債　　　　　　　　189万円

支出
食費 人件費　　　　　　　237万円
家族の医療費など　　扶助費　　　　　　　154万円
子ども達への仕送り　繰出金　　　　　　　144万円
自宅の増改築や車の修理費など

投資的経費、維持補修費　　　217万円
自治会やサークル活動の会費など

補助費、貸付金　　　　　　　202万円
光熱費、通信費など　物件費　　　　　　　203万円
ローンの返済　　　　公債費　　　　　　　209万円
その他　　　　　　　積立金、予備費 17万円

市民一人あたりの歳出決算額は
479,563円

市民一人あたりの税負担は
129,968円

（人口：35,416人　平成22年10月1日現在）

もし甲州市が年収

500万円の家庭だったら
市の予算と家庭の家計では仕組みが違いますが、わ

かりやすく例えるために、平成２１年度一般会計の決
算を家計簿に置き換えてみました。

こうしゅう家の

家計簿

●民生費●　 112,898円
高齢者、子育て支援・障害者などのため

●総務費●　 102,227円
課税徴収・住民窓口・庁舎管理などのため

●公債費●　 72,488円
各種事業を実施した際の借入金の返済のため

●土木費● 50,459円
道路や橋の整備、河川改修、市営住宅などのため

●教育費●　　 41,321円　
義務教育、生涯学習、文化財保護、

スポーツ振興などのため

●衛生費●　 38,951円
健康診断、予防接種、環境衛生、

ゴミ処理などのため

●農林水産業費● 22,030円
農林業の振興のため

●商工費● 17,085円
商工業や観光の振興のため

●消防費● 16,718円
防災、消防団、常備消防のため

●議会費●　　　　 4,681円
市議会の運営のため

●労働費● 704円
勤労者福祉、高齢者の就労促進などのため

市民一人あたりの目的別経費の内訳
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甲州市の財政状況の公表
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甲州市の財政状況の公表
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甲州こどもフェスタ
甲州こどもフェスタ実行委員会は１１月５

日、塩山ふれあい館で第５回甲州こどもフェス
タを行いました。３００組を超える親子が集ま
ったフェスタでは、おもちゃの交換など様々な
催しに、みんなで楽しみ、最高の笑顔が溢れて
いました。

子育て仲間が集まり楽しかったよ。

松里小 ころ柿づくり
ころ柿の産地「松里」。松里小学校では１１

月５日、全校児童で古くから地域に伝わるころ
柿づくりを行いました。「おいしい、ころ柿に
なってね」と児童ががんばって作ったころ柿は、
地域の１人暮らしのお年寄りに「元気でね」と
感謝を込めてプレゼントされます。

ころ柿づくりって楽しいね。

健康ウオークIN甲州
甲州市体育協会は１０月３１日、ウオーキン

グで紅葉深まる市内の観光名所を巡る健康ウオ
ークＩＮ甲州を行いました。恵林寺や勝沼ぶど
う郷などを巡る４コースに、約２２００人の参
加は、ウオ－キングを通じて、健康づくりの向
上と、多くの方との交流を深めていました。

秋深まる甲州市を巡りました。

かつぬま新酒ワインまつり

勝沼ワイナリーズクラブは１１月３日、勝沼
ぶどうの丘で第２４回かつぬま新酒ワインまつ
りを行いました。やまなしヌーボー解禁日の祭
りには、産地の香りと最高の味覚を楽しみに、
全国から１５００人を超えるワイン愛好家でに
ぎわっていました。

晴天に恵まれ、ワインの味を最高！

少年野球 元気ハツラツ
市内少年野球スポーツ少年団は１１月７日、

塩山総合グラウンドで第３回野球スポーツ少年
団６年生交流大会を行いました。今まで競い合
ってきたライバルとの交流試合に、塩山グリー
ンズの丸山祐虎さんは「野球を通じて仲間が増
え、楽しかった」と、選手みんなは元気ハツラ
ツのプレーで、最高の思い出を作りました。

みんなで集合写真
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ワインツーリズム2010
ワインツーリズム実行委員会は１１月７日、

今に残る近代化産業遺産や市内ワイナリーなど
を巡る市内全域でワインツーリズム２０１０を
行いました。全国から訪れた２０００人以上の
参加者は、栽培者や醸造家との交流など、日本
ワイン発祥地の魅力を楽しみました。

ガイドの紹介で龍憲セラーを巡る参加者

甲州元気祭り
甲州青年会議所は１１月１４日、勝沼ぶどう

の丘で第５回甲州元気祭りを行いました。今年
のテーマは甲州産ワイン＆地元のうまいものフ
ェスタ。訪れた皆さんは、住民グループの特産
品ＰＲと、ジャズを聞きながら「うまいもの」
を味わうなど元気になる１日を過ごしました。

特産品を味わいジャズに酔いしれる皆さん

ころ柿づくり体験教室
甲州市観光協会は１１月６日から８日の間、

重要文化財旧高野家住宅「甘草屋敷」でころ柿
づくり体験教室を行いました。特産ころ柿づく
りを挑戦しようと、訪れた皆さんは観光ボラン
ティアの指導により、皮むきから天日干しまで
体験し、甲州市の伝統文化を感じていました。

特産の伝統文化を学びました。

武田陣中ほうとう祭り
甲州市観光協会は１１月６日、日川渓谷レジ

ャーセンターで武田陣中ほうとう祭りを行いま
した。武田信玄公の陣中食として知られる郷土
料理「ほうとう」が食べ放題という祭りに、全
国から多くの観光客が訪れ、地元ボランティア
の皆さん作った美味しい味覚を楽しみました。

「さあ～、できたよ」野菜たっぷりのほうとう。

塩山ビーバーズ 全国へ
塩山ビーバーズ女子ソフトボールチームは１１

月８日、平成２３年３月に宮崎県で開催の春季
全日本小学生女子ソフトボール大会へ山梨県代
表として出場することを田辺市長に報告しまし
た。キャプテンの広瀬奈々さんは「みんなに感
謝しながら、全力でがんばります」と力強い抱
負を語りました。
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第1回 神金フェスタ
神金地域をＰＲしようと１１月２３日、上小

田原地区で第１回神金フェスタ２０１０が行わ
れました。地元住民らの特設ブースなど多面に
わたる企画で神金を全面に紹介。訪れた皆さん
は、住民らの「おもてなしの心」に触れ、神金
を存分に満喫していました。

ゆっくりと神金の風土を楽しんでいました。

新名物 天空かぼちゃ
ＮＰＯ法人甲州元気村は１１月２０日、遊休

ぶどう棚で栽培した「天空かぼちゃ」をはじめ、
地元特産品をＰＲを目的に、甲州天空かぼちゃ
スウィーツコンテストを開催。県内外から訪れ
た皆さんは、新名物の天空かぼちゃを「おいし
～い」と笑顔で味わっていました。

コンテストで優勝した荒井舞さん（甲斐市）の作品
「甲州天空かぼちゃの煮物ＢＯＸケーキ」

塩山中 まなびの集会
塩山中学校は１１月１１日、全校生徒と保護

者で第２回まなびの集会を行いました。平和と
学問をテーマに、同校卒業生の中村はるねさん

（わだつみ平和文庫代表）が伯父の徳郎さんか
らの伝えで感じた「悲惨な戦争と平和の大切さ
を学んでほしい」と講演をしました。

平和の大切さを熱く語る中村はるねさん

井尻小 命の大切さ
井尻小学校は１１月１９日、全校生徒と保護

者でいのちの授業を行いました。「命の大切さ」
として、甲州市在住の絵翻訳家のみらいななさ
んが、世界中で有名な絵本「葉っぱのフレディ」
を朗読。児童らは「命の大切さを考えるきっか
けとなった」と感想を話していました。

講演後にみらいななさんと児童でハイタッチ！

山梨県知事選挙
選挙期日　平成23年1月30日（日）
※投票所等の詳しい内容については広報１月号に掲載します。

◆甲州市選挙管理委員会◆
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今
回
の
展
示
に
先
駆
け
て
絵
画
の
修
理

を
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
表
装
も
新

し
い
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。
表
装
は
絵

に
合
わ
せ
て
従
来
の
も
の
よ
り
か
な
り
大

き
く
し
ま
し
た
の
で
存
在
感
も
増
し
、
他

の
半
切
の
軸
物
展
示
品
よ
り
一
際
大
き
く

見
え
、
そ
の
威
光
は
無
二
の
存
在
を
主
張

し
て
い
る
よ
う
で
、
日
本
の
お
披
露
目
会

で
拝
見
し
た
時
と
は
、
ま
た
違
っ
た
感
動

を
覚
え
大
興
奮
で
す
。

絵
の
横
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
説
明
文
を

和
訳
し
て
も
ら
い
ま
す
と
、「
仏
画
に
近
い

イ
メ
ー
ジ
で
示
さ
れ
た
、
マ
ニ
教
の
預
言

者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
肖
像
」
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
絵
は
現
在
も
各
方
面
の
学
者

が
調
査
中
で
、
今
後
さ
ら
な
る
研
究
結
果

が
発
表
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

胸
元
に
金
の
十
字
架
を
持
つ
世
界
に
も
類

を
見
な
い
非
常
に
珍
し
い
仏
画
で
す
の
で
、

約
二
百
名
の
招
待
者
も
と
て
も
興
味
深
そ

う
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
絵
の
前

で
解
説
す
る
学
芸
員
の
話
し
も
熱
心
に
聞

い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
一
時
間
三
十
分

の
フ
ビ
ラ
イ
ハ
ン
展
見
学
も
あ
っ
と
い
う

間
に
時
が
過
ぎ
、
引
き
続
い
て
エ
ジ
プ
ト

の
遺
跡
か
ら
贈
ら
れ
た
彫
刻
品
を
展
示
す

る
大
広
間
に
場
所
を
変
え
て
の
夕
食
会
で

す
。
は
じ
め
に
美
術
館
の
館
長
が
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
が
、
英
語
不
勉
強
の
私
で
も

「
山
梨
県
甲
州
市
天
目
山
栖
雲
寺
」
と
名
を

挙
げ
て
御
礼
を
言
わ
れ
た
の
が
、
会
場
の

大
き
な
拍
手
も
あ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
分

り
ま
し
た
。

栖
雲
寺
で
は
、
毎
年
秋
に
宝
物
展
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
こ
の
絵
画

を
展
示
で
き
る
日
が
今
か
ら
本
当
に
待
ち

遠
し
い
で
す
。
終
わ
り
に
、
こ
の
絵
画
を

現
代
ま
で
守
り
伝
え
て
き
て
く
れ
た
栖
雲

寺
檀
徒
の
皆
様
、
ま
た
今
回
の
修
理
事
業

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
、
甲
州
市
役
所
、
山
梨
県
立

博
物
館
の
各
職
員
の
方
々
、
そ
の
他
多
く

の
関
係
者
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
し

て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
訪
問
の
ご

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
合
掌

メトロポリタン紀行
栖雲寺の「虚空像菩薩画像」が

ニューヨーク・メトロポリタン美
術館に展示されています。天目山
栖雲寺住職の青柳真元さんのレポ
ート後編です。

虚空像菩薩画像
in New York

「虚空像菩薩画像」
展示の前の青柳住職

甲州市の魅力を紹介してみませんか

観光ボランティアガイド
養成講座
市では、四季を通じて訪れる観光客に、市内の

観光スポット、名所、名跡、歴史文化、果物、自
然などの説明をしていただける観光ボランティア
ガイドを養成する講座を開催します。
■日程、内容、場所
○第１回　1月20日（木）　

甲州市観光ボランティアガイドとは
場　所　甘草屋敷内小屋

○第２回　1月28日（金）　
塩山地域の史跡、文化財について
場　所　市役所本庁舎第３会議室

○第３回　2月7日（月）　
ワインについて
場　所　市役所本庁舎第１会議室

○第４回　2月9日（水）　
甲州市のフルーツについて
場　所　市役所本庁舎第３会議室

○第５回　2月18日（金）　
大和地域の史跡、文化財について
場　所　市役所本庁舎第２会議室

○第６回　3月3日（木）　

勝沼地域の史跡、文化財について
場　所　市役所本庁舎第２会議室　

○第７回　3月8日（火）※現地研修
甲州市内の史跡
集合場所　市役所本庁舎東側駐車場

○第８回　3月16日（水）　
甲州市の自然について
場　所　市役所本庁舎第２会議室

■時　間　各日　午後１時３０分～
※第７回は午前９時～

■定　員　２０名まで
■対象者（すべてに該当する方）

甲州市民の方、講座をすべて受講できる方、講
座受講後は、甲州市観光ボランティアガイドとし
て活動できる方
■申込方法

市役所本庁舎の案内窓口にある「甲州市観光ボ
ランティアガイド養成講座受講申込書」に必要事
項を記入し、観光交流課まで持参いただくか、郵
送、またはＦＡＸにて申し込みください。
■締切日　１２月１５日（水）まで
◆申し込み・お問い合わせ先

観光交流課　企画担当
〒４０４‐８５０１
甲州市塩山上於曽１０８５‐１
☎３２‐５０９１　FAX３２‐５１７４
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平成２３年３月５日開催！
第４回甲州市食育まつり
食育市場出店者を大募集

■内　容
「地元で採れた野菜・果物」や「地元の食材を使っ
たり、地元で手づくりした食品」を販売または紹
介出来る方、または学習的要素を含んだ内容を紹
介をできる方（出店にあたりセールスポイントを
パネルまたはチラシで紹介していただきます）
■場　所　甲州市民文化会館ロビー・屋外
■出店料　無料
■締切日　平成２３年１月２１日（金）
◆お問い合わせ先
甲州市食育推進会議事務局
健康増進課　成人保健担当　☎３３‐７８１３

ＣＡＴＶ食育番組
野菜・果物をつくっておいしく食べるじゃん

■１２月の放映内容■
下萩原地区食生活改善推進員会

おはこ料理紹介
千野保育園ぱきぱきマン出動

・勝沼CATV 12月20日（月）～26日（日）

・峡東CATV 12月24日（金）～28日（火）
※詳細は、お住まいの地域のＣＡＴＶに確認して
ください。 　　　◆甲州市食育推進会議事務局◆

大募集
ファミリーサポート会員

ファミサポ協力会員
養成講習会のお知らせ

ファミリー・サポ
ート・センターは、

「育児の援助を受け
たい方（依頼会員）」
と「育児の援助をし
たい方（協力会員）」
が会員となり、地域
で支えあう子育て支
援の会員組織です。

安心した子どもの
一時預かりのため、以下の日程で協力会員になるた
めの講習会を開催します。会員としてご協力いただ
ける方の参加をお願いします。
■日　時

平成２３年1月26日（水）31日（月）※２日間
午前１０時～午後３時

■場　所　塩山保健福祉センター
■定　員　30名　※定員になり次第締め切ります
■主な研修内容（講義と実技）
・子どもを取り巻く環境の変化と育児

・子どもの事故対策（緊急時の対策と応急処置）
・子どもと遊ぶ
・子どもの健康管理と病気の世話
■その他
・日程等の詳細については後日連絡します。
・研修会では託児も行いますので、事前に申し込ん

でください。
・当日の昼食は各自でご用意ください。
・依頼会員の申込は常時受け付けていますのでご利

用ください。また、依頼会員の方も協力会員とし
て登録できますの、ぜひ受講してください。

◆申し込み・お問い合わせ先

子育て対策課 児童福祉担当　☎３２‐５０８１

児童センター親子あそび
■日　時　12月10日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

■場　所　塩山南児童センター

■内　容

工作遊び　お正月のおもちゃを作ろう！

■対　象　１歳くらい～未就学の乳幼児と保護者

■参加費　無料

◆お問い合せ先

子育て対策課 児童福祉担当　☎３２‐５０８１

塩山南児童センター　　　　 ☎３３‐７９００

昨年度の食育まつり

野菜・果物をつくって

おいしく食べるじゃん

食育推進活動を
している方、お
気軽にお問い合
わせください。

informationinformationinformationinformationinformation
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日本脳炎の定期予防接種について
平成２２年４月より、新ワクチン（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）の安全性や供給実績等から、３歳

児の１期接種に対して積極的な接種勧奨が開始されました。また、今回２期の接種ワクチンとしても位置
づけられたことにより、以下の２点について省令改正が行われました。

ただし現段階では、３歳児の初回接種以外は、積極的勧奨は差し控えとなっていますので、接種を希望
する場合は医師と相談の上接種をおこなってください。

積極的な勧奨の差し控えにより１期（３回）接種を控えてしまった方で、平成
２２年３月３１日までに完了していない方への１期分の特例接種が可能となり
ました。接種方法は次のとおりです。

（７歳６カ月未満までに特例接種を完了すること)

・１回接種済みの場合 ⇒ ６日以上の間隔をあけ残り２回接種
・２回接種済みの場合 ⇒ 残り１回を接種

（この年齢の方は特例接種の対象とはならない。）

・接種を実施した場合は自己負担による接種となる。
・１期分の接種を完了していない方で特例接種を受けるには９歳以上１３歳未満の間

で不足分の接種を行うこととなる。

（１３歳未満までに特例接種を完了すること）

・１回も接種していない場合 ⇒ 医師の指示に従い３回の接種を行う
・１回接種済みの場合 ⇒ ６日以上の間隔をあけ残り２回接種を行う
・２回接種済みの場合 ⇒ 残り１回を接種

中止されていました２期接種が新ワクチン（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）
で接種が可能となりました。接種方法は次のとおりです。

１期が終了した９歳～１３歳未満の方が１回接種

☆予診票について

出生時に渡しています「予防接種

綴り」にある「日脳予診票」を使用。

ない場合や不明な場合は市で交付し

ます。

※基本の接種方法が可能な方は、そ

れに従い接種を行ってください。

◆お問い合わせ先 健康増進課 保健予防担当 ☎３２‐５０１４

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

ま
ず
は
・
・
予
防
か
ら
！

①
う
が
い
、
手
洗
い
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う

②
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
り
、
睡
眠
を

し
っ
か
り
取
り
ま
し
ょ
う

③
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う

（
注)

せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
っ
て
・
・
！

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
時
は
テ
ィ
ッ
シ

ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
ま
し
ょ
う
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
・
・
・
・

発
熱
、
せ
き
、
身
体
が
だ
る
い
な
ど
の
ほ

か
、
鼻
水,

の
ど
の
痛
み
、
は
き
気
（
は
く
）

な
ど
・
・

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
・
・
・
？

と
思
っ
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

生後６カ月～７歳６カ月未満の方

７歳６カ月～９歳未満の方

７歳６カ月～９歳未満の方

２

●基本の定期接種方法とは・・●

＝
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
要
注
意
＝

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
流
行
し
て
い
ま
す

■
症
状
は
・
・
・

感
染
す
る
と
、
お
う
吐
・
腹
痛
・
下
痢
・

発
熱
等
の
症
状
が
で
ま
す
。
感
染
力
が
非
常

に
強
く
予
防
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
や
幼
児
な
ど
の
抵
抗
力
の
弱
い

方
は
重
症
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状

が
あ
る
場
合
は
自
己
判
断
せ
ず
、
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
感
染
ル
ー
ト
を
絶
つ
た
め
に
は
・
・

特
に
手
洗
い
を
念
入
り
に
！

せ
っ
け
ん
で
よ
く
洗
い
よ
く
す
す
ぐ
！

ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
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①
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
住
所
変
更
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
車
検
証
に
つ
き
ま
し
て

は
「
道
路
運
送
車
両
法
第
67
条
第
２
項
」

に
よ
り
、
新
住
所
へ
の
記
載
事
項
の
変
更

を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
と
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
特
に
手
続
き
を
さ
れ
な
く

て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

②
合
併
後
の
住
所
へ
の
変
更
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
事
務

所
等
窓
口
に
お
い
て
、
備
え
付
け
の
専
用

シ
ー
ト
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ
ー
ト
）
や
依
頼
書
に

記
入
の
う
え
、
車
検
証
を
添
え
て
お
申
し

出
頂
く
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
新
住
所
の

車
検
証
を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
市
町
村
合
併
後
に
継
続
車
検
を
行
う
場

合
に
は
、
車
検
証
に
加
え
て
、
継
続
検
査

申
請
書
に
②
の
専
用
シ
ー
ト
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ

ー
ト
）
や
依
頼
書
を
添
え
て
申
し
出
て
い

た
だ
く
か
、
ま
た
は
継
続
検
査
申
請
書
の

住
所
欄
に
「
赤
字
で
新
住
所
を
記
載
す
る
」

な
ど
の
方
法
で
も
、
新
住
所
の
車
検
証
の

交
付
を
い
た
し
ま
す
。

④
申
し
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ナ
ン
バ
ー

を
管
轄
す
る
軽
自
動
車
検
査
協
会
事
務
所
、

ま
た
は
支
所
（
分
室
）
に
な
り
ま
す
。

⑤
混
雑
時
に
お
き
ま
し
て
は
、
交
付
ま
で

の
時
間
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
大
量
の
場
合
は
、
混
雑
時
を
避
け
て

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

⑥
市
町
村
合
併
と
は
関
係
の
な
い
手
続
き

（
住
居
表
示
の
変
更
や
土
地
区
画
整
理
に
よ

る
変
更
）
は
、
通
常
の
手
続
き
と
な
り
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

軽
自
動
車
検
査
協
会
　
山
梨
事
務
所

笛
吹
市
石
和
町
唐
柏
７
９
２
‐
１

☎
０
５
５
‐
２
６
２
‐
７
２
６
９

FAX
０
５
５
‐
２
６
２
‐
７
８
４
８

■
助
成
対
象
者

平
成
22
年
度
分
の
自
動
車
税
、
も
し
く

は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
者
、

ま
た
は
平
成
23
年
度
か
ら
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
者
で
、
障
害
の
程
度
が
次

に
該
当
す
る
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級
、
ま

た
は
２
級
で
あ
る
こ
と
。

②
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ
‐
１
、

Ａ
‐
２
ａ
、
Ａ
‐
２
ｂ
、
ま
た
は
Ａ
‐
３

で
あ
る
こ
と
。

③
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
害
の
程
度
が

特
別
項
症
、
第
１
項
症
、
ま
た
は
第
２
項

症
で
あ
る
こ
と
。（
①
～
③
に
該
当
す
る
方

と
生
計
を
一
に
す
る
者
も
含
む
）

■
助
成
対
象
と
な
る
期
間
・
燃
料

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
12

月
31
日
ま
で
に
、
税
の
減
免
を
受
け
た
自

動
車
、
ま
た
は
軽
自
動
車
で
消
費
す
る
た

め
購
入
し
た
燃
料
。
た
だ
し
、
期
間
の
中

途
で
、
新
た
に
減
免
の
手
続
き
を
し
た
場

合
は
、
手
続
き
を
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら

が
対
象
期
間
で
す
。

■
請
求
書
受
付
期
間
及
び
方
法

①
会
場
で
の
受
付

平
成
23
年
１
月
18
日
（
火
）

山
梨
市
役
所
西
館
２
階
２
０
３
会
議
室

平
成
23
年
１
月
20
日
（
木
）

甲
州
市
民
文
化
会
館
視
聴
覚
室

平
成
23
年
１
月
21
日
（
金
）

笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室

平
成
23
年
１
月
25
日
（
火
）

笛
吹
市
学
び
の
杜
み
さ
か
講
義
室

平
成
23
年
１
月
27
日
（
木
）

東
山
梨
合
同
庁
舎
　
１
０
１
会
議
室

※
受
付
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
正
午
、
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

②
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
で
の
受
付

受
付
会
場
に
行
け
な
い
方
は
、
平
成
23

年
１
月
17
日
か
ら
平
成
23
年
２
月
４
日
ま

で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
は
、
平
成

23
年
１
月
17
日
か
ら
平
成
23
年
２
月
４
日

ま
で
の
消
印
で
、
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
時
は
手

帳
・
車
検
証
・
預
金
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
添

付
）

■
持
ち
物

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助

成
金
請
求
書
、
宛
名
に
請
求
者
氏
名
が
記

載
さ
れ
た
領
収
書
お
よ
び
購
入
量
計
算
書

ま
た
は
支
払
証
明
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

（
減
免
申
請
済
の
押
印
が
あ
る
も
の
）
印
鑑
、

車
検
証
及
び
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳

（
た
だ
し
郵
便
局
を
除
く
）

■
提
出
書
類
等

請
求
書
及
び
添
付
書
類
等
は
、
甲
州
市

山
梨
市
・
笛
吹
市
の
障
害
福
祉
担
当
窓
口
、

ま
た
は
、
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

・
受
付
期
間
内
に
手
続
き
し
な
い
場
合
は

助
成
金
の
支
払
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
山

梨
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課

☎
20
‐
２
７
５
０
　
FAX
20
‐
２
７
５
４

軽
自
動
車
検
査
協
会

市
町
村
合
併
に
伴
う
車
検
証
の
住

所
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料

費
助
成
事
業

献血にご協力を
輸血用血液には、有効期限があります。血液が使われない日はあり

ません。皆様のご協力をお願いします。

■日　時　12月21日（火）
午前９時３０分～１１時３０分
午後１２時３０分～３時３０分

■場　所　市役所駐車場
■主　催　甲州市・塩山ライオンズクラブ
■協　力　甲州市赤十字奉仕団

■お願い　輸血用血液の安全対策として、本人確認のできるもの（運

転免許証等）をご持参ください。
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給
与
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
と
は
、
給
与
の
支
払
者
（
事
業
主
）

が
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
給

与
所
得
者
（
従
業
員
）
に
代
わ
っ
て
、
通

知
さ
れ
た
住
民
税
額
を
毎
月
の
給
与
か
ら

差
引
き
、
翌
月
の
10
日
ま
で
に
市
町
村
に

納
入
す
る
制
度
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

地
方
税
法
や
市
町
村
条
例
に
よ
り
給
与

所
得
者
の
個
人
住
民
税
は
、
原
則
と
し
て

特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
地
方
税
法
３
２
１

条
の
３
よ
り
）

○
普
通
徴
収
が
原
則
と
し
て
年
４
回
納
付

で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
徴
収
は
年
12
回

納
付
に
な
り
ま
す
の
で
、
１
回
あ
た
り
の

負
担
が
普
通
徴
収
に
比
べ
て
少
な
く
て
す

み
ま
す
。

○
給
与
か
ら
の
差
引
き
に
よ
り
、
納
税
義

務
者
様
が
金
融
機
関
等
に
納
め
に
行
く
手

間
が
な
く
な
り
ま
す
。

○
給
与
か
ら
の
差
引
き
に
よ
り
、
納
め
忘

れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

市
民
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線

１
８
４
～
１
８
６
）

固
定
資
産
税
等
は
毎
年
１
月
１
日
の
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
に
納
税

し
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

■
相
続
人
代
表
者
の
届
け
出
は
お
早
め
に

土
地
・
家
屋
等
、
固
定
資
産
の
所
有
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
早
め
の
相
続
登

記
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、
も
し
、
手
続
き

が
遅
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
相
続
人
の

中
か
ら
代
表
者
を
選
定
し
て
、
届
け
出
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
に
代
表
者
を
変
更
す
る
場

合
に
は
新
た
に
代
表
者
と
な
ら
れ
る
方
の

『
変
更
届
』
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
新
旧
代
表
者
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま

す
。）

■
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く

亡
く
な
ら
れ
た
納
税
義
務
者
の
方
が
、

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

口
座
振
替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

新
た
な
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
共
有
名
義
の
代
表
者
の
変
更
は
・
・
・

土
地
、
家
屋
等
を
複
数
の
方
で
共
有
し

て
い
る
場
合
に
は
、
共
有
者
全
員
が
納
税

義
務
者
に
な
り
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
、

共
有
者
の
中
か
ら
代
表
者
１
人
に
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
代
表
者
の
変
更

を
す
る
場
合
に
は
、『
変
更
届
』
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
新
旧
代
表
者
の
押
印
が
必

要
と
な
り
ま
す
。）

■
住
宅
用
地
の
変
更
は
届
け
出
を
…

住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
税
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
土
地
を
所
有
す

る
方
は
、
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
に
関
連

し
、
１
月
１
日
現
在
の
土
地
の
利
用
状
況

等
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
住
宅
用
地
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地
】

①
住
宅
（
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
、
共
同

住
宅
等
）
を
新
築
・
増
築
し
、
そ
の
敷
地

が
新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合
（
家

屋
評
価
に
伺
っ
た
と
き
に
申
告
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
）

②
住
宅
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊

し
、
そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
で
な
く
な
っ

た
場
合
。

③
事
務
所
・
店
舗
な
ど
を
住
宅
に
改
築
ま

た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が
新
た
に

住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合
。

④
住
宅
を
事
務
所
・
店
舗
な
ど
に
改
築
又

は
用
途
変
更
し
そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
で

な
く
な
っ
た
と
き
。

○
住
宅
建
て
替
え
中
の
土
地
は
・
・
・

旧
住
宅
を
取
り
壊
し
、
そ
の
翌
年
の
１

月
１
日
現
在
、
旧
住
宅
に
代
わ
る
新
住
宅

を
建
て
替
え
中
で
一
定
要
件
に
該
当
す
る

土
地
は
、
そ
の
ま
ま
住
宅
用
地
と
し
て
取

り
扱
い
ま
す
。

■
申
告
は
１
月
31
日
ま
で
に
…

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告
は
翌
年
の
１

月
31
日
ま
で
に
、
税
務
課
資
産
税
担
当
ま

た
は
各
地
域
総
合
局
へ
。

農
地
転
用
許
可
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
へ

固
定
資
産
税
の
課
税
地
目
は
１
月
１
日

時
点
の
現
況
に
よ
り
認
定
し
賦
課
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
（
現
況
主
義
）。

農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
ら
れ
た
農
地

は
農
地
法
の
制
約
を
受
け
な
い
土
地
と
な

り
、
現
況
が
田
、
畑
で
あ
っ
て
も
地
方
税

法
に
基
づ
く
国
の
固
定
資
産
評
価
基
準
に

よ
り
固
定
資
産
税
の
課
税
地
目
は
宅
地
並

み
課
税
地
（
宅
地
介
在
畑
、
田
）
と
し
て

評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
の
後
転
用
許
可
目
的
に
従
っ

た
事
業
を
行
い
、
そ
れ
が
建
物
建
築
で
あ

れ
ば
宅
地
と
し
て
、
資
材
置
場
・
駐
車
場

で
あ
れ
ば
雑
種
地
等
と
し
て
認
定
し
賦
課

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
31
日
ま
で
に

償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め
に
用
い

る
機
械
、
構
築
物
、
車
両(

自
動
車
税
、
軽

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
大
型
特

殊
自
動
車
な
ど)

、
器
具
備
品
な
ど
を
い
い
、

土
地
や
家
屋
と
同
様
に
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
資
産
を
お
持
ち
の
方
（
市

内
で
会
社
、
工
場
ま
た
は
商
店
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
事
業
主
）
は
、
地
方
税
法
の

規
定
に
よ
り
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有

状
況
を
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
来
年
１
月
31
日
ま
で
に
税
務
課
に

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
申
告
を
さ
れ
た
方
（
事
業

所
）
へ
は
、
12
月
中
に
申
告
書
を
発
送
い

た
し
ま
す
が
、
新
し
く
事
業
を
始
め
た
方

や
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
等
の
お
問

い
合
わ
せ
は
税
務
課
資
産
税
担
当
へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
固
定
資
産
税
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
32-

２
１
１
１

（
内
線
１
８
２
、
１
８
３
）

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
44
‐
１
１
１
１
　

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

給
与
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
を
山
梨
県
と
す
べ
て
の

市
町
村
は
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
願

い
　

informationinformationinformationinformationinformation
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ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り
教
室

■
日
　
時
　
12
月
９
日
（
木
）
午
後
７
時
～

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

１
階
　
視
聴
覚
室

■
定
　
員
　
20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
参
加
費
　
２，

０
０
０
円
（
材
料
代
）

■
持
ち
物

ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
る
も
の
（
ニ
ッ
パ
ー
等)

正
月
飾
り
作
り
教
室

■
日
　
時
　
12
月
15
日
（
水
）
午
後
７
時
～

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

１
階
　
視
聴
覚
室

■
定
員
　
20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
参
加
費
　
２，

０
０
０
円
（
材
料
代
）

■
持
ち
物

ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
る
も
の
（
ニ
ッ
パ
ー
等)

■
講
　
師
（
各
教
室
）

ガ
ー
デ
ン
甲
斐
　
鶴
田
清
美
先
生

■
申
込
方
法
（
各
教
室
）

12
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時
よ
り
受
け

付
け
ま
す
。
電
話
ま
た
は
市
民
文
化
会
館

窓
口
へ
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

今
回
の
企
画
展
は
、
塩
山
地
区
（
千
野
、

上
於
曽
、
上
塩
後
）
に
あ
る
文
化
財
を
写

真
パ
ネ
ル
に
て
展
示
い
た
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

■
開
催
期
間

12
月
16
日
（
木
）
～
２
月
24
日(

木)

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

■
休
館
日

月
曜
日
・
祝
日
（
12
月
23
日
）
年
末
年

始
（
12
月
28
日
～
平
成
23
年
１
月
４
日
）

■
開
催
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１
　

甲州市生涯学習市民協議会主催による「新春かるた大会」
を開催します。かるた取りのほか、餅つき、こま回し、羽
根つきなど日本の伝統ある正月行事や遊びを地域の方々に
教わりながら行います。次の内容を確認のうえ、ふるって
ご参加ください。
■日　時　平成２３年1月5日（水）

午前１０時～　受付午前９時３０分～
■場　所　甘草屋敷（主屋・小屋）
■参加費　無料
■対　象　甲州市内に在住の未就学児と小学生
■使用かるた

ふるさとかるたえんざん
■募集人数　約１２０名
・未就学児の部　１５名　・小学校の部　各学年１５名
※各部とも先着順とし、定員になり次第締め切ります。
■申込期間　１２月１３日（月）～２４日（金）
■申込方法

必ず電話で生涯学習課へお申し込みください。（期日前
の申し込みは、受け付けません）※土・日曜日、祝日を
除く午前９時から午後５時までにお願いします。
◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市教育委員会　生涯学習課　社会教育担当
☎３２‐５０９７

ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り
教
室

正
月
飾
り
作
り
教
室

遊びにきてくださいね

新春かるた大会
まほろば・ほろ酔い
クリスマスコンサート
甲州市大和ふるさと会館では、まほろば・

ほろ酔いクリスマスコンサ－トを開催します。
大和ふるさと会館に設置されているピアノ

「スタインウェイ」を広く内外にアピ－ルする
ことを目的として、すばらしい音楽を聴き、
また、ジャズ演奏を聴きながら市の名産品で
あるワインを片手に、楽しい一時を過ごして
頂くためのコンサ－トを開催いたします。多
くの皆様のご参加をお願い致します。
■日　時　12月12日（日）午後１時３０分～
■場　所　大和ふるさと会館
■入場料　１，８００円（全席自由）
■公　演
第１部　クラシックコンサ－ト

（斉藤昭彦＆美紀）
スタインウェイピアノの響きをじっくりとお
楽しみください。
第２部　ジャズコンサ－ト

（ジャズマーケット）
ジャズを聴きながら、美味しいワインをお楽
しみください。
◆お問い合わせ先

大和ふるさと会館　☎４８‐２９２１

歴
史
民
俗
資
料
室
第
73
回
企
画
展

甲
州
市
の
文
化
財

塩
山
地
区
開

催
の
お
知
ら
せ

正月飾り

クリスマス飾り

informationinformationinformationinformationinformation
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■
日
　
時

形
作
り
　
12
月
18
日
（
土
）

野
焼
き
　
平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
　
所

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

■
集
　
合

市
役
所
本
庁
舎
　
駐
車
場
　
午
前
９
時

・
甲
州
市
役
所
か
ら
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

ま
で
バ
ス
で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

・
解
散
は
市
役
所
駐
車
場
で
正
午
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

・
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
へ
直
接
行
か
れ
る

方
は
申
し
出
て
下
さ
い
。

■
定
　
員
　
30
名

・
幼
児
か
ら
小
学
３
年
生
の
お
子
様
は
必

ず
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま

す
。

■
参
加
費

土
器
１
つ
作
製
に
つ
き
３
０
０
円
（
材

料
代
）

■
そ
の
他

・
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
土
器
は
高
さ
20
セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
き
さ

で
す
。

・
両
日
と
も
半
日
の
予
定
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　
☎
32
‐
５
０
９
７

こ
ん
な
に
美
し
い
心
に
、
出
会
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

■
日
　
時

平
成
23
年
３
月
27
日
（
日
）

午
後
４
時
～
（
開
場

午
後
３
時
30
分
）

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）

Ｓ
席
　
　
４，

０
０
０
円

Ａ
席
　
　
３，

０
０
０
円

Ｂ
席
　
　
２，

０
０
０
円

※
３
歳
以
上
の
方
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

（
３
歳
未
満
の
着
席
鑑
賞
は
有
料
）

■
入
場
券
販
売
開
始

12
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
～

※
電
話
受
付
販
売
は
12
月
14
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
販
売
所
に
よ
り
販
売
時
間
が
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
入
場
券
販
売
所

【
甲
州
市
内
】

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

菊
島
楽
器
　
　
　
　

☎
33
‐
５
１
１
５

【
甲
府
市
内
】

山
梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル

☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
９
１
３
１

甲
府
音
協

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
３
９
７
５

◆
お
問
い
合
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
／
月
・
祝

日
休
館
、
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
が
休
館

市制施行５周年記念事業

陸上自衛隊第１音楽隊
甲州市ふれあいコンサート

■日　時　平成23年2月12日（土）

午後２時～（開場　午後１時３０分）

■場　所　甲州市民文化会館　ホール

■曲　目　

皆様になじみの曲を含めて、幅広いジャンルからお

楽しみいただける曲を予定しています。

■入場料　無料

※入場には、入場整理

券が必要になります。

入場整理券は平成２３

年１月８日（土）から

甲州市民文化会館窓口

で配布します。（午前

９時から午後５時ま

で、月・祝日休館）

※入場整理券の配布は１人につき５枚までです。

※定員になり次第、締め切ります。

■主　催　甲州市民文化会館

■協　力　自衛隊山梨地方協力本部

◆お問い合わせ先

甲州市民文化会館　 ☎３２‐１４１１

参
加
者
募
集

ワ
ク
ワ
ク
土
器
ド
キ
教
室

市
制
施
行
５
周
年
記
念
事
業

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
エ
ル
コ
ス
の
祈
り
』

塩山駅南口市民ギャラリー
塩山地域の小・中学生による文化祭の入賞

作品を展示します。

■展示期間

12月16日（木）まで
小中学生絵画・書道　＜教育長賞＞

12月17日（金）～1月3日（月）
小中学生絵画・書道　＜文化協会長賞＞

※展示内容・期間につきましては、変更にな
る場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

『エルコスの祈り』撮影：阿部章仁
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時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
30
分
～
７
時
）

12
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

12
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

者
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を

聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚
障
害

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

FAX
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性) 

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

12
月
15
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

12
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

※
こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。

■
日
　
時
　
12
月
10
日
（
金
）
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

■
場
　
所
　
大
和
福
祉
セ
ン
タ
ー
田
野
の
湯

■
集
　
合
　
甲
州
市
民
文
化
会
館
表
駐
車
場
　

※
午
前
10
時
集
合

■
内
　
容

温
泉
に
浸
か
り
な
が
ら
体
の
疲
れ
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
と
交
流
会

■
対
　
象

興
味
の
あ
る
方
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い

る
方
、
そ
の
他
会
員
　

■
参
加
費
　
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

■
持
ち
物
　
入
浴
に
必
要
な
タ
オ
ル
等

■
申
込
方
法

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
電
話

に
て
12
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶

芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
15
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～

■
場
　
所
　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
講
　
師
　
岩
波
　
正
勝
　
先
生

■
定
　
員
　
15
名
程
度

■
参
加
費
　
材
料
費
　
１
０
０
円

※
塩
寿
荘
陶
芸
教
室
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

おたっしゃ教室
健康は"お口"から
正しいお口の手入れが「インフルエンザ予防」や

「認知症予防」につながるということをご存知です

か？今回『お口の健康』をテーマとした講演会を行

います。皆様のご参加をお待ちしています。

■対象者　６５歳以上のお口の健康に関心のある方

■日時・場所

・塩山地区

12月9日（木）午後１時３０分～午後３時

塩山西公民館（市民文化会館西隣）

・勝沼・大和地区　　

1月13日（木）午後１時３０分～３時

勝沼市民会館２階

■内　容

１）歯科医師が教える

講師：小澤　章 先生（おざわ歯科医院院長）

２）簡単！おうちでできるお口の健康アップ術

講師：辻 歯科衛生士、秋山 歯科衛生士

■参加費　無料

◆申し込み・お問い合わせ先

福祉介護課　地域包括支援センター

☎３２‐５６００

＊送迎が必要な方はご相談ください。　

参
加
者
募
集
　
障
害
者
陶
芸
教
室

得 健康法
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山
梨
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
消
費
生
活
施
策
に
反
映
す
る
た

め
、
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す

る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
行

う
、「
山
梨
県
消
費
生
活
審
議
会
」
の
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
12
月
24
日
（
金
）
ま
で

■
募
集
人
数
　
３
名
以
内

■
活
動
内
容

年
１
回
程
度
の
審
議
会
（
平
日
開
催
）

に
出
席
。（
報
酬
及
び
旅
費
を
支
給
）

■
応
募
資
格

山
梨
県
内
に
居
住
す
る
、
年
齢
20
歳
以

上
の
男
女
（
平
成
23
年
１
月
現
在
）

た
だ
し
国
会
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
又
は

地
方
公
務
員
、
県
の
附
属
機
関
等
の
委
員

と
な
っ
て
い
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■
応
募
書
類

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
小

論
文
を
作
成
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
定
の
用
紙
は
消
費
者
安
全
・
食
育
推

進
課
、
ま
た
は
、
甲
州
市
役
所
市
民
生
活

課
で
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
消
費
者
安
全
・
食
育
推
進
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
提
出
方
法

郵
送
、
持
参
　
電
子
メ
ー
ル
と
し
、
選

考
結
果
は
２
月
上
旬
に
文
書
に
て
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
　
県
民
企
画
部

消
費
者
安
全
・
食
育
推
進
課

消
費
生
活
担
当

甲
府
市
丸
の
内
１
丁
目
６
‐
１

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
５
２

メ
ー
ル

shokuhin-st@
pref.ya

m
a
na

shi.lg
.jp

山
梨
県
消
費
生
活
審
議
会
委
員
を

公
募
し
ま
す

無料法律相談
■日　時　12月15日（水）

午後１時３０分～４時３０分

■場　所　大和ふるさと会館　２階　研修室３

■対　象　市内在住者　

■定　員　６名（相談者１人につき３０分）

※この無料法律相談は完全予約制です。１２月６日

から予約を受け付けます。多くの方に相談の機会を

設けたいので、回数を制限させていただく場合があ

ります。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課　市民生活担当  ☎３２‐５０６８

社会福祉協議会

休日無料法律相談
甲州市社会福祉協議会では、平日は忙しくて相談

に行けないとういう方のために、休日無料法律相談

を開催しています。相談希望の方は電話にて申し込

みをお願いします。

■日　時　12月18日（土）

午前９時３０分～午後１２時３０分

■場　所　甲州市民文化会館　２階　第１会議室

■対　象　市内在住者　

■定　員　６名（相談者１人につき３０分）

※この無料法律相談は完全予約制です。１２月１０

日から予約を受け付けます。なお、次回は２月にな

ります。

◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市社会福祉協議会  ☎４４‐２６１２

特設人権相談所開設
■日　時　12月3日（金）午前１０時～午後３時

■場　所　恩賜林記念館　２階　和室

勝沼防災センター　２階　Ａ会議室

大和ふるさと会館　２階　研修室３

■相談員　人権擁護委員

■内　容　いじめ、親族間トラブル、差別、配偶者

からの暴力、児童虐待、ストーカーなど　

人権に係わる相談

※相談は無料で秘密は固く守られます。

◆お問い合わせ先

市民生活課　市民生活担当  ☎３２‐５０６８

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
にＣ段丹映子・「週間長野」

掲載・無断転載禁止

やまなし消費生活注意報
甘い話に危険がいっぱい！「高配当！」
「絶対もうかる！」にだまされないで！

アレ？と思ったら、市民生活課市民生活担当（☎
３２‐５０６８）または、山梨県県民生活センタ
ー（☎０５５‐２３５‐８４５５）へお問い合わ
せください。
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甲
斐
国
分
寺
跡
を
あ
る
こ
う

国
史
跡
　
甲
斐
国
分
寺
跡
を
訪
ね
、
現

地
で
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
古
代
に
思
い

を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時
　
12
月
４
日
（
土
）

午
前
９
時
集
合
　

■
定
　
員
　
40
名
　
要
申
込
み

■
参
加
料
　
無
料

■
持
ち
物

お
弁
当
、
水
筒
、
帽
子
な
ど
。
歩
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

講
座
「
峡
東
の
近
代
化
遺
産
」

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
で
、
私
た
ち
の
歴

史
を
と
も
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

■
内
容
・
日
時

①
日
川
砂
防
工
事
と
家
庭
ワ
イ
ン

12
月
12
日
（
日
）

②
甲
州
市
の
鉄
道
遺
産
　

１
月
23
日
（
日
）

③
東
山
梨
の
藤
村
建
築
と
大
工

２
月
20
日
（
日
）

④
神
金
軌
道
（
塩
山
軌
道
）
を
歩
く

３
月
６
日
（
日
）

※
①
～
③
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
④
は

９
時
集
合
で
現
地
を
歩
き
ま
す
。

■
定
　
員
　
各
回
40
名
（
要
申
込
み
）

※
１
回
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す

■
参
加
費
　
無
料

■
講
　
師

室
伏
徹
（
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
）

開
館
の
お
知
ら
せ

年
末
は
12
月
26
日
（
日
）
ま
で
開
館
し

ま
す
。

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
・
小
学
生
利
用
券

で
、
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う
！

市
内
在
住
の
小
学
生
は
「
利
用
券
」
の

提
示
で
、
本
人
と
ご
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
釈
迦
堂
を
楽

し
く
ご
利
用
い
た
だ
き
な
が
ら
応
援
し
て

く
だ
さ
る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費

１
０
０
０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽

し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

☎
47
‐
３
３
３
３

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
及
び
東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
襖
、
障
子
の
張
替
え
、

ガ
ラ
ス
や
サ
ッ
シ
、
網
戸
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
水
廻
り
の
清
掃
等
、
効
率
的
な
作
業

の
方
法
を
講
義
と
実
技
で
習
得
す
る
一
般

家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
能
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
　
時

平
成
23
年
１
月
13
日
（
木
）
～
28
（
金)

※
土
曜
、
日
曜
、
月
曜
日
を
除
く
10
日
間

で
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
の
講
習

時
間
と
な
り
ま
す
。

■
場
　
所
　
山
梨
市
民
会
館

■
対
象
者

60
歳
台
前
半
層
を
中
心
と
す
る
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
に
方

■
受
講
料
　
無
料

■
定
　
員
　
20
名

■
締
切
日
　
12
月
24
日
（
金
）
ま
で

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

(社)
東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
　
塩
山
事
務
所

☎
32
‐
４
１
１
０

(社)
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

参
加
者
募
集

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

デマンドバス運行に関する
アンケート調査のお願い
甲州市では､市民の

皆様の買い物や病院へ
の行き帰りに便利なよ
うに、これまでの路線
バス運行に変わる交通
手段として、デマンド
バスの運行を検討して
おります。

デマンドバスとは、
これまでのように決まった道路を決まった時間に走るバ
スではなく､利用者の皆様が行きたい場所に、乗りたい
時間に乗り、目的地で降りることのできる乗り合いタク
シーのようなバスです。

これまでの定時、定路線のバス運行は、皆様ご承知の
ように朝夕の通学などをのぞいてはあまり利用者も多く
なく、運賃収入に比べて運行費用が多くかかり財政負担
も大きくなっています。

このような状況から、利用する方々の便利さを損なう
ことなく、利便性も高いバス運行の方法を検討すること
になりました。

このデマンドバス運行は、全国各地で運行がはじまっ
ており評価の高い運行方式です。

本市においては､来年度から塩山地域循環バスで実験
的に導入し、その成果によって将来は市内でのバス運行
改善の資料にしていきたいと考えております。

調査の趣旨をご理解頂いて、皆様のバス運行に対する
ご意見を頂きたく、この調査を実施しますので､ご協力
よろしくお願い致します。

■調査名
甲州市デマンドバス実証運行に関するアンケート調査

■調査対象
塩山地区（平成２３年度実証運行地区）の７０歳以上

９０歳未満の方全員

■調査期間　１２月６日（月）～１２月２４日（金）

■お問い合わせ先
市民生活課　市民生活担当　☎３２‐５０６８

一
般
家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
能
講

習
会
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温かな善意ありがとうございました
◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方々からご寄付をいただきました。
・村松今朝英さん（熊野)　・雨宮久美子さん（平沢)

◎訪問看護事業へ
・武藤玉枝さん（上於曽) ・雨宮一雄さん（三日市場)

不動産無料相談
■日　時　12月16日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先　(社)山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

甲州スポーツ倶楽部

健康に過ごすための
中高老年期の運動プログラム

誰にもできる一生太らない体・小顔になれる週
２回１０分のスロートレーニングダイエット。気
になるパーツ（お腹・ウエスト・バスト・お尻・
太もも等）をメリハリのあるボディラインにする。
２０代は、もっとかっこ良く。３０代は、差がつ
け、４０代は、メタボ知らずの体づくり。　
●日　時　火曜日　午後１時３０分～３時

土曜日　午前１０時～１１時３０分

●場　所　塩山ふれあい館

●定　員　一般男女２０名程度

●持ち物　マット（バスタオル大きめの物）飲み物

●費　用　　１回　５００円

●お問い合わせ先　甲州スポーツ倶楽部　中村

TEL・FAX ３２－５３７５

毎年、年末年始になると
「ひったくり・空き巣」などの・・・

「窃盗事件」

金融機関や深夜スーパーなどを対象とした・・・

「強盗事件」

あらゆる手口の・・・

「振り込め詐欺」
などが多発します。

平成22年12月15日（水）から

平成23年１月５日（水）までの間

年末・年始特別警戒取締り
を実施します！

・各種事件、事故防止のための警戒活動
・防犯協会等各種防犯団体と協力しての防犯

診断、特別警戒パトロール
・振り込め詐欺被害防止対策

●年末は何かとあわただしくなりがちです。
日常生活にスキが生じないように、家庭や職
場、地域ぐるみで自主防犯意識を高めるよう
心がけましょう。

年末年始における運転免
許証の更新について

日下部警察署での運転免許証の更新事務は・・

年末は、12月28日（火）まで

新年は、01月04日（火）から

※総合交通センターでの運転免許証の更新事務

も同様です。

●有効期限の末日が１２月２９日から１月３日

の間になっている方は１月４日まで有効期限が

延長されます。

●年末年始の窓口は大変混雑をいたします。更

新期間は「誕生日の前後１ヶ月」なので、期間

に余裕のある方は年末年始は避けることをお勧

めします。

こうした犯罪の発生を防止するために・・

年末年始の犯罪・事故防止
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甘草屋敷子ども図書館ギャラリー企画展

小林さちこ氏
ペーパーファンタジー

１２月末まで　甘草屋敷子ども図書館にて開

催中！小林さちこ氏によるペーパーレリーフが、

新しくクリスマスの絵に変わります。新しい作

品もぜひご覧ください。

ご協力ありがとうございました。
図書館友の会

およっちょい祭りでのブックフリーマーケッ

トに際し、たくさんの献本及びご協力をありが

とうございました。今年度の収益金につきまし

ては、図書購入費として奧野田保育所に寄付さ

せていただきました。今後も、ご家庭で不要に

なった図書の献本を受け付けています。詳しく

は塩山図書館まで。

「
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
」
の
皆
さ
ん

に
よ
る
大
型
紙
芝
居

勝沼図書館で行わ
れたブックリサイ
クル

「カムカムクラブ」
の３・４年生が主体
となって運営したビ
ッグアニマシオ

勝沼図書館カムカムフェスタ
２０１０が開催されました♪

「カムカムクラブ」の３・４年生が主体となっ
て運営したビッグアニマシオンでは、手づくり
のペープサートを行いました。また、図書館ボ
ランティア「ティンカーベル」の皆
さんによる大型紙芝居や読み聞か
せ、職員による工作教室、三角くじ、
ブックリサイクルなどの催しに多く
の方々に参加して頂き楽しいひとと
きとなりました。

★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/
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◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

いつも元気な我が家の宝物です。
大空を翔ぶ鳥たちのように大地を
翔けまわる動物たちのようによく
食べよく遊び、元気に育ってね！

父・公男さん、母・洋子さん
（上於曽）

マイブームはボールを投げ
ることです。本当はボールだ
けじゃなくて何でも投げちゃ
います…。
父・雅宏さん、母・晴美さん

（赤尾）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
22
年
12
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所

政
策
秘
書
課

秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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優しくておっとりなお兄ちゃん
蒼。おてんばで、いつも元気に走
り回っている妹の柚。たくさんの
人に愛される人になってね。

父・誠さん、母・千春さん
（上於曽）

いつも私達に笑顔をくれる紅
誠と愛梨。２人のおかげで毎日
楽しいです！兄弟仲良く元気に
大きくなってね！

父・真一さん、母・美菜さん
（上粟生野）

運動神経抜群の２人。さか
上がり、走るのも、とても上
手だね！これからもワンパク
してね。
父・利樹さん、母・三子さん

（下粟生野）

たくさん笑って、遊んで、
泣いて。ちょっとずつ一緒に
成長していこうね！！

父・賢さん、母・理佳さん
（下粟生野）

徳良
とくら

紅誠
こうせい

くん(５歳)

愛梨
あいり

ちゃん(３歳)

藤原
ふじはら

悠翔
ゆうと

くん(６歳)

萌愛
もあ

ちゃん(３歳)

村山
むらやま

皓大
こうだい

くん

(１１ヶ月)

佐藤
さとう

蒼
そう

くん(６歳)

柚
ゆず

ちゃん(１歳)

小俣
おまた

大翔
ひろと

くん

(６歳)

櫻林
さくらばやし

佳
けい

くん

(４歳)


